
 TOEFL Primary® Speaking Score Level Descriptors 

Ribbons できること アドバイス 
 

   

  

 

  ５ 

・英語で説明を展開し、より複雑な指示を与えたり、効果的に話すことができ

る。 

・広い範囲の単語や文法構造を効果的に使うことができる。 

・適切な表現で説明や指示やお話の詳細を話すことができる。 

・質問や要求を適切にでき、正しい発音をすることができる。 

・発音やイントネーションを正しく、少ない問違いで、流暢に話すことができる。 

 

 

 

・年齢に応じたアカデミックな文章や音声を、英語で読

んだり聞いたりしましょう。 

・年齢に応じたアカデミックな内容について、英語で話し

たり書いたりしましょう。 

  

  

  

 ４ 

・ 好きなことについて英語で表現したり、説明でき、また指示を与えることができ

る。 

・ ものごとや出来事を説明できるようになってきている。 

・ 正しい語彙を選んで使うことができる。 

・ 考えを伝えるための完成された文章を使うことができる。 

・ 適切な文法構造を使うことができる。 

・ 質問や要求を形式的に言えるようになり始めている。 

・ 発音やイントネーションの間違いが少なく、明瞭に話すことができる。 

・よく知っている場所やものごと、人々について言い表す

などのより難しい単語を覚えましょう。 

・日常の出来事について、質問したり答えたりする練習

をしましょう。 

・読んだ話や見た番組の中の場所や人、出来事につい

て、くわしく伝えられるように練習しましょう。 

 

 

 ３ 

・ 好きなことについて英語で話すことができ、何らかの説明をすることができる。 

・ 語いや文章をコミュニケーションの場で使うことができる。 

・ 物事や行動を描写するために限られた文法構造を使うことができる。 

・ 質問や要求を形式的に言えるようになり始めている。 

・ 連続した出来事についてコミュニケーションできるようになり始めている。 

・ 語彙や文章をほとんどの時にはっきりと発音することができる。 

・よく知っている場所、物や人を言い表す英語の単語を

たくさん学びましょう。 

・日常の出来事について、尋ねたり答える練習をしましょ

う。 

・読んだ文章や見た番組の中で何が起こるのか、英語

の文章で言い表す練習をしましょう。 

 

 

 ２ 

・ 単語や簡単な表現を使って、英語で話し始めている。 

・ いくつかの身近な分野（家、学校、家族、色、動物や行動）のよく使われる 

言葉を使うことができる。 

・ 短く、簡単な発話でコミュニケーションできる。 

（例: The tiger is big. The zoo has two birds.） 

・ 語彙と文章を、ゆっくりとであれば明確に発音できる。 

 

・よく知っている場所、物や人を言い表す英語の単語を

たくさん習得しましょう。 

・日常の出来事について尋ねたり答える練習をしましょ

う。 

・読んだお話や見た番組の中で何が起こるのか、英語で

言い表す練習をしましょう。 

 

 

 １ 

・ 単語や簡単な表現を使って、英語で話そうとしている。 

・ いくつかの身近な分野（家、学校、家族、色、動物や行動）のよく使われる 

言葉を使うことができる。 

・ 簡単な文章を話すことができる。 

よく使う英語の単語を言えるように練習しましょう。 

絵から見えるものについて、話す練習をしましょう。(例: 

I see a house.など) 

好きなものごとや活動について、英語で話す練習をしま

しょう。 

  ０                   テスト課題に回答しなかったか、英語で回答しなかった。   

 

あなたの「話す」能力についてもっと深く知るために、 

TOEFL Junior® Speaking の受験を検討しましょう。 


